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【1．はじめに】  
昨年度の報告１）に引続き、ガラス繊維補強石膏板（以下

GRG）を用いた耐力壁について、屋内壁として使用した場合
の性能を検討した。 本報では、(1) タッピンねじ（以下、
ビス）接合の留付け間隔を変えて耐力性能を向上させた大壁

仕様において、(2) 屋内側に用いた場合の床板との納まりを
考慮し、床板となる構造用合板を耐力壁下部に挿入した構造

として（以下、床板挿入型）、静的加力による面内せん断実

験を行いその性能を明らかにした。                
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【2．実験概要】 

大壁試験体は、厚さ 12.5mm の GRG を片面に張った壁幅
1820mm（2P）高さ 2730mmの在来軸組壁とする。（図１） 
接合具のビス（GN40相当）は、呼び径φ4.0長さ 32mmを
用い、留付け間隔は、GRG 周辺部 100mm 中間部 200mm と
する。使用した本数は、GRG（910×2730mm）1 枚あたり周
辺部 72本、中間部 12本の合計 84本である。 
 床板挿入型の試験体は、大壁下部の土台上面に厚さ 28mm
の構造用合板を壁芯まで挿入し、N75 釘を用い 150mm 間隔
で土台に留めた床の上に GRG を接合するための受け材（杉、
寸法 30×40mm）を N75 釘を用い 300mm 間隔で床の構造用
合板に留めつけた（図２）に示す構造とする。  
また、実際の床構造での確認のため、大引（杉、寸法 90×

90mm､910mm 間隔）を配し床板を壁前面に伸ばした（図３）
に示す床勝ち構造を１体追加した。 
加力方法は、タイロッド式とし、油圧ジャッキを用いて加 
力し、真の変形角 1/600,1/450,1/300,1/200,1/150,1/100,1/75,1/50 
で、正負 3回の交番繰り返し。繰り返し後、正側 
で最大荷重の 80％低下まで若しくは 1/20rad.まで 
加力した。 
【3．実験結果】 
3.1面内せん断実験の変形評価は真のせん断変形角 
を用いた。荷重評価を、表 1－1、表 1－2に示す。 
 

表 1－2  面内せん断実験結果－2 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1大壁試験体の土台廻り断面図 
  

 

 

 

 

 
 

図 2 床板挿入型試験体の土台廻り断面図 

  

 

 

 

 

 
 

図 3 床板挿入型（床勝ち）試験体の土台廻り断面図 
           
表 1－1 面内せん断実験結果－1 
 
                         

降伏耐力Ｐｙ 2/3×Ｐmax 1/150rad. Ｐｕ×0.2/Ｄs
試験体名 番号 ［ｋN］ ［ｋN］ ［ｋN］ ［ｋN］

①

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          

１１.４２ １３. １７ １３.５８１３ .１９
大壁 ② １２.６０ １４.０９ １６.９４ １５.５７

③ １１.７５ １３.４０ １６.９４ １４.５２
平均 １１.９３ １３.５４ １７.０２ １４.５６
④ １１.８９ １３.１３ １６.３０ １１.１７

床板挿入型 ⑤ １１.６８ １３.２３ １７.０９ １２.１９
大壁 ⑥ １３.９８ １４.８３ １８.５４ １２.３８

平均 １２.５２ １３.７３ １７.３１ １１.９２
（床勝ち）大壁 ⑦ １１.２２ １３.４０ １７.１４ １０.８１

終局耐力Ｐu 最大荷重Ｐmax 降伏変位σｙ 降伏点変位σv 終局変位σu 剛性ｋ 塑性率　μ 構造特性係数Ds
試験体名 番号 ［ｋN］ ［ｋN］ ［ｒａｄ.］ ［ｒａｄ.］ ［ｒａｄ.］ ［ｋN/mm］

① １８.４７ １９.６９ 1/４２７ １/２７７ １/３８ １.９２ ７.２７ ０.２７
大壁 ② １９.５５ ２１.１４ １/３２９ １/２１６ １/２６ １.５８ ８.３７ ０.２５

③ １８.３０ ２０.０９ １/３５５ １/２２３ １/２７ １.５３ ８.２２ ０.２５
平均 １８.７８ ２０.３１ １/３６８ １/２６７ /２９ .６８ .７５ .２６
④ １７.９９ １９.６９ １/３４６ １/２２９ １/４３ １.５５ ５.３３ ０.３２

床板挿入型 ⑤ １８.７２ １９.８５ １/４０７ １/２５４ １/４４ １.７８ ５.８１ ０.３１
大壁 ⑥ ２０.４８ ２２.２５ １/３１７ １/２１６ １/４３ １.６６ ５.０１ ０.３３

平均 １９.０６ ２０.５９ １/３５３ １/２３２ １/４３ １.６６ ５.３８ ０.３２
(

１ １ ７ ０

床勝ち）大壁 ⑦ １８.８５ ２０.０９ １/３６３ １/２１６ １/４７ １.５２ ４.６１ ０.３５



0

5

10

15

20

25

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

真の変形角　×10-3（rad）

荷
　
重
（
K
N
）

試験体①

試験体②

試験体③

 
図 4 大壁仕様の荷重－変形曲線  
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図 5 床板挿入型仕様の荷重－変形曲線 
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図 6 平均値による完全弾塑性モデル 
 
３.2 荷重－変形曲線と破壊性状 
・大壁仕様では、最大荷重までの荷重のバラツキは少ない

（図 4）。 破壊性状は、ビス廻りの GRGの縁切れとビス
頭の潜り込みが混在している。一部ではビス破断も起きて

いる。 
・床板挿入型大壁仕様では、最大荷重を超えた後の荷重低下

が早い(図 5)。 破壊性状は、大壁仕様と同様であるが、
最大荷重を超えた後の変形では、軸組から GRG の部分的
な浮き上がりも起きている。 

・床板挿入型 (床勝ち )仕様では、変形角 13× 10－ 3rad.
（1/75rad.）を越えると床板と接するGRG下部の圧壊が起
き始める。 
【4. 考察】 
(1)大壁仕様の耐力性能の向上 
・大壁仕様のGRGのビス留付け間隔を前報1)の 150mmから面
材周辺部 100mm、中間部 200mmに変更したことで、降伏
耐力は 1.4 倍増となった。 GRGを留付けたビスの使用本
数が、周辺部で 1.5 倍、中間部分を含めた総本数で 1.3 倍
増となることから、ほぼビスの本数に比例した降伏耐力が

得られている。 
・今回の大壁仕様の降伏耐力を、ビス接合部の一面せん断試

験結果1)を用いて計算すると、降伏耐力は 10.40(kN)となる。
この計算は、ビス接合部の仕様からせん断性能を算出する

方法２）による。 今回の面内せん断実験で得られた降伏耐

力は 11.93(kN)であり、実験値は計算値より 15％上回る値
となった。 

(2)完全弾塑性モデルによる比較（図 6） 
・床板挿入型の耐力壁は、降伏耐力・初期剛性・終局耐力な

どの特徴点が大壁仕様とほぼ一致しおり、大壁仕様と同等

の耐力性能を示した。 
・床板挿入型では、最大荷重を超えた変形での荷重低下が早

く終局変位が小さくなるため、構造特性係数 Ds は 0.31～
0.35 となり、大壁仕様のＤs=0.26 に比べ大きな値となった。 
実験時の観察では GRG を固定する耐力壁下部の受材に横
ずれや浮き上がりの発生が認められ、このことが最大荷重

以降の急な荷重低下を引き起こしたと考えられる。 
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【５．まとめ】 

GRGを張った在来軸組の耐力壁では、ビスの留め付け間
隔を周辺部 100mm と細かくすることでビスの使用本数に
比例した耐力性能が得られる。 また、床板を耐力壁下部

に挿入した仕様では、実用上大壁仕様と同等の耐力性能が

得られた。 今後、この床板挿入型仕様については、最大

荷重を越えた後の急な荷重低下を抑えるため、GRGを固定
する耐力壁下部の受材について検討する必要がある。 
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